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1. 2021年3月期第2四半期の連結業績（2020年4月1日～2020年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年3月期第2四半期 6,538 △36.0 △839 ― △627 ― △613 ―

2020年3月期第2四半期 10,223 ― 384 ― 537 ― 727 9.9

（注）包括利益 2021年3月期第2四半期　　△1,077百万円 （―％） 2020年3月期第2四半期　　550百万円 （362.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2021年3月期第2四半期 △16.73 ―

2020年3月期第2四半期 14.80 ―

(注)2020年3月期第2四半期の対前年同四半期増減率は、表示方法の変更に伴い遡及適用を行ったため、一部記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2021年3月期第2四半期 33,759 22,842 67.2

2020年3月期 36,595 24,291 65.9

（参考）自己資本 2021年3月期第2四半期 22,673百万円 2020年3月期 24,102百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2020年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00

2021年3月期 ― 0.00

2021年3月期（予想） ― ― ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

(注)2021年3月期の期末配当予想につきましては、現時点では未定となっております。配当予想の開示が可能になった時点で速やかに開示いたします。

3. 2021年 3月期の連結業績予想（2020年 4月 1日～2021年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,500 △25.2 △650 ― △370 ― △370 ― △10.10

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料10ページ「四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2021年3月期2Q 55,000,000 株 2020年3月期 55,000,000 株

② 期末自己株式数 2021年3月期2Q 18,347,402 株 2020年3月期 18,348,302 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2021年3月期2Q 36,652,200 株 2020年3月期2Q 49,150,215 株

（注）当社は期末自己株式数及び期中平均株式数には、従業員インセンティブ・プラン「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）制度に係る信託財産として、株式会社
日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が所有している当社株を含めております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第2四半期連結累計期間（以下「当第2四半期」という。）におけるわが国経済は、新型コロ

ナウイルス感染症の影響により、極めて厳しい状況で推移しました。緊急事態宣言の解除後は、

各種の政策の効果もあり社会経済活動も徐々に回復し、景気の持ち直しもみられるものの、第３

波の到来も懸念されており、引続き予断を許さない状況が続いております。一方、世界経済全体

を見ても、新型コロナウイルス感染症の世界的な広がりにより不確実性が高まり、依然として不

透明な状況にあります。

　このような状況下、当社とその連結企業（以下「当社グループ」という。）の当第2四半期の

売上高は、主力の鍛造事業で新型コロナウイルス感染症の影響を受け主要取引先各社からの受注

が低水準で推移し、前年同四半期比36億84百万円減少の65億38百万円となりました。利益面は、

売上高の大幅減少により、営業利益が8億39百万円の損失（前年同四半期は3億84百万円の利

益）、経常利益は6億27百万円の損失（同5億37百万円の利益）、親会社株主に帰属する四半期純

利益は6億13百万円の損失（同7億27百万円の利益）となりました。

　また、本年度より以下の2件の表示変更を実施し、前年同四半期実績につきましても、表示の

変更を行っております。

　・従来、営業外収益に計上しておりました一部の賃貸収益は、賃貸用不動産の一元管理の面か

ら、売上高に計上しております。

　・従来、営業外費用及び特別損失として処理していた金型廃棄損は、鍛造品の製造過程で発生

したものであることを重視し、原則として売上原価に計上しております。

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

　当社グループの主要事業である鍛造事業は、売上高は前年同四半期比35億11百万円減少の52億

66百万円、営業利益は売上高の大幅な減少ならびに受注減少による製造部門での操業の低下等に

より7億11百万円の損失（前年同四半期は4億35百万円の利益）となりました。各分野の状況は以

下のとおりです。

① 自動車産業向け

　鍛造品の主要マーケットである国内自動車産業は海外生産拡大による現地調達化の基調が続い

ており、国内自動車産業向けの鍛造品は引続き伸び悩んでおります。また、新型コロナウイルス

感染症の影響により主要取引先各社からの受注が著しく減少いたしました。

　海外子会社の市場であるタイ国の自動車産業においても、国内と同様に受注が減少したことと

一部グローバルサプライチェーンでの停滞もあり関連する自動車生産も弱含みで推移し、当社鍛

造品の受注も著しく減少いたしました。

② 建設機械産業向け

　建設機械産業においては、昨年夏場以降の世界経済の減速に加え新型コロナウイルス感染症拡

大による建設機械ならびに鉱山機械市場での市況悪化の影響を受け、関連する鍛造部品の受注も

減少いたしました。

　仮設機材の販売・リースを行う建機事業は、首都圏での再開発事業や社会インフラの改修整備

等から、仮設機材の需要は引続きあるものの、新型コロナウイルス感染症の影響による建設工事

の中断や延期による機材保有量の高止まりが見られ、関連する仮設機材の販売・リースも低位で

推移し、売上高は前年同四半期比1億86百万円減少の7億99百万円となりました。営業利益は、売

上高の減少もあり、前年同四半期比58百万円減少の19百万円となりました。

　金属製パレットの製造販売を中心とした物流事業は、一部の取引先で新車の立ち上げによるパ

レットの需要により、売上高は前年比若干増加の3億62百万円となったものの、営業利益は1百万
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円の損失（前年同四半期も2百万円の損失）となりました。

　不動産事業の売上高は、新規テナントの入居等により、前年同四半期比若干増加の1億10百万

円（表示方法の変更実施後）となり、営業利益は前年同四半期と同水準の61百万円となりまし

た。

（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　流動資産は、前連結会計年度末に比べ16億77百万円減少し、172億84百万円となりました。こ

れは、有形固定資産取得による支出5億61百万円・配当金の支払い3億67百万円等もあり現金及び

預金が2億28百万円減少したことと、売上減少により売上債権が9億24百万円減少・棚卸資産が3

億24百万円減少したことなどによります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べ11億58百万円減少し、164億74百万円となりました。こ

れは、主に有形固定資産の減価償却により有形固定資産が5億52百万円減少したと投資有価証券

の一部を売却したこともあり7億10百万円減少したことなどによります。

　この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べ28億35百万円減少し、337億59百万円となりま

した。

（負債）

　流動負債は、前連結会計年度末に比べ13億72百万円減少し、96億31百万円となりました。これ

は、売上減少に伴い仕入も減少し仕入債務が12億26百万円減少したことなどによります。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べ15百万円減少し、12億84百万円となりました。これは、

設備の更新に伴いＰＣＢの処分を行ったことにより環境対策引当金が18百万円減少したことなど

によります。

（純資産）

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べ14億48百万円減少し、228億42百万円となりました。

これは、配当金支払ならびに親会社株主に帰属する四半期純利益が損失であったことから利益剰

余金が9億80百万円減少したことと、タイ・バーツ安により為替換算調整勘定が3億63百万円減少

したことなどによります。

② キャッシュ・フローの状況

　当第2四半期末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末より38億89百万円減少し、

66億79百万円となりました。

　各活動のキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動による資金は、減価償却を7億56百万円実施しましたが、税金等調整前四半期純利益6

億22百万円の損失であったことなどにより、2億70百万円の増加に止まりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動による資金は、定期預金（3ヶ月超）の預入36億61百万円ならびに有形固定資産の取

得5億61百万円等により、36億15百万円の減少となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動による資金は、配当金の支払い3億67百万円もあり、3億71百万円の減少となりまし

た。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2021年3月期の連結業績予想につきましては、当社グループを取り巻く事業環境につきまして

は、新型コロナウイルス感染拡大の収束時期が見えないなど、不確定要素が多いため従来未定と

しておりましたが、第2四半期（累計）の業績ならびに主力の鍛造事業で受注が回復傾向にある

ことを踏まえ、通期連結業績予想を公表することといたしました。

各予想の内容は以下のとおりです。

　 単位：百万円

今回予想 （参考）前期実績

売上高 14,500 19,373

営業利益 △650 561

経常利益 △370 880

親会社株主に帰属する
当期純利益 △370 △278

1株当たり当期純利益 △10円10銭 △5円90銭

　なお、上記の業績予想は、現時点で当社が入手可能な情報に基づいたものであり、実際の業績

は今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。

　また、期末配当につきましては、現在も未定としております。本年2月14日に公表しました配

当政策の基本方針（※）を軸に業績推移や今後の見通し、財務内容を加味し決定していきます。

決定しだい速やかに公表いたします。

※本年2月14日に公表しました配当政策の基本方針の内容

　当社は株主の皆様に対する利益還元を経営の重要課題の一つとして位置付けており、連結業績

推移ならびに将来の業績見通し、事業計画に基づく投資余力・資金需要、内部留保の適正な水準

などを総合的に勘案しつつ、配当金額を算出することを当社の株主に対する利益還元の基本方針

とし、連結配当性向40％以上を目標とする。但し、１株あたりの配当金は10円を下限とする。な

お、本基本方針は当面5年間を目処に継続し、5年後には改めて配当政策の見直しを行う予定で

す。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,569,372 10,340,649

受取手形及び売掛金 2,948,815 2,082,729

電子記録債権 810,621 716,136

製品 1,958,981 1,702,815

半製品 87,792 129,647

仕掛品 1,017,425 796,111

原材料及び貯蔵品 889,028 938,677

その他 681,053 578,326

貸倒引当金 △294 △257

流動資産合計 18,962,797 17,284,836

固定資産

有形固定資産

土地 6,153,480 6,140,242

その他（純額） 7,262,850 6,723,433

有形固定資産合計 13,416,331 12,863,676

無形固定資産 38,269 66,951

投資その他の資産

投資有価証券 3,988,693 3,278,393

その他 201,034 274,490

貸倒引当金 △12,080 △9,300

投資その他の資産合計 4,177,647 3,543,584

固定資産合計 17,632,249 16,474,211

資産合計 36,595,046 33,759,047
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,874,268 1,830,703

電子記録債務 1,090,574 869,927

短期借入金 6,190,000 6,190,000

未払法人税等 95,197 115,811

賞与引当金 153,185 181,184

資産除去債務 45,000 45,000

その他 555,734 399,068

流動負債合計 11,003,959 9,631,696

固定負債

繰延税金負債 508,227 496,378

環境対策引当金 75,000 56,110

株式給付引当金 37,291 36,746

退職給付に係る負債 457,380 470,945

その他 221,841 224,536

固定負債合計 1,299,742 1,284,717

負債合計 12,303,702 10,916,414

純資産の部

株主資本

資本金 7,256,723 7,256,723

資本剰余金 6,660,886 6,660,886

利益剰余金 16,276,128 15,295,410

自己株式 △7,489,017 △7,488,643

株主資本合計 22,704,720 21,724,377

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 701,770 616,005

為替換算調整勘定 696,446 332,956

その他の包括利益累計額合計 1,398,216 948,961

非支配株主持分 188,407 169,294

純資産合計 24,291,344 22,842,633

負債純資産合計 36,595,046 33,759,047
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

売上高 10,223,896 6,538,996

売上原価 9,040,774 6,651,370

売上総利益又は売上総損失（△） 1,183,121 △112,374

販売費及び一般管理費

従業員給料 231,667 224,642

運賃 178,489 115,565

その他 388,913 387,185

販売費及び一般管理費合計 799,070 727,394

営業利益又は営業損失（△） 384,050 △839,768

営業外収益

受取利息 32,661 22,565

受取配当金 66,084 48,068

雇用調整助成金 1,579 125,282

その他 57,992 39,626

営業外収益合計 158,316 235,542

営業外費用

支払利息 4,356 15,813

為替差損 ― 7,254

その他 584 175

営業外費用合計 4,941 23,243

経常利益又は経常損失（△） 537,426 △627,469

特別利益

投資有価証券売却益 ― 32,158

特別利益合計 ― 32,158

特別損失

固定資産処分損 17,434 9,259

投資有価証券売却損 1,298 ―

投資有価証券評価損 ― 1,741

特別退職金 ― 15,800

特別損失合計 18,733 26,801

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

518,693 △622,112

法人税、住民税及び事業税 192,071 49,917

法人税等調整額 △405,181 △51,260

法人税等合計 △213,110 △1,343

四半期純利益又は四半期純損失（△） 731,803 △620,769

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

727,643 △613,229

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

4,159 △7,539
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(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △429,379 △85,764

為替換算調整勘定 248,344 △370,908

その他の包括利益合計 △181,034 △456,672

四半期包括利益 550,768 △1,077,442

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 541,642 △1,062,484

非支配株主に係る四半期包括利益 9,126 △14,957
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

518,693 △622,112

減価償却費 536,840 756,146

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3 △2,817

受取利息及び受取配当金 △98,745 △70,633

支払利息 4,356 15,813

売上債権の増減額（△は増加） 199,266 924,778

たな卸資産の増減額（△は増加） 123,193 324,507

仕入債務の増減額（△は減少） △454,524 △1,226,265

賞与引当金の増減額（△は減少） 53,689 27,999

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,411 ―

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △6,236 13,564

有形固定資産処分損益（△は益） 114,899 250

その他 △213,695 28,330

小計 780,144 169,562

利息及び配当金の受取額 98,748 70,660

利息の支払額 △4,356 △15,813

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △149,273 46,584

営業活動によるキャッシュ・フロー 725,263 270,993

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 ― △3,661,010

有形固定資産の取得による支出 △674,327 △561,568

無形固定資産の取得による支出 ― △10,503

投資有価証券の取得による支出 △50,299 △328

投資有価証券の売却による収入 48,701 617,643

その他 18 279

投資活動によるキャッシュ・フロー △675,907 △3,615,488

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 100,000 ―

自己株式の取得による支出 △21 ―

配当金の支払額 △492,488 △367,487

非支配株主への配当金の支払額 △4,234 △4,154

財務活動によるキャッシュ・フロー △396,744 △371,642

現金及び現金同等物に係る換算差額 117,901 △173,595

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △229,486 △3,889,733

現金及び現金同等物の期首残高 11,340,051 10,569,372

現金及び現金同等物の四半期末残高 11,110,565 6,679,639
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

　（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

　（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 当第２四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年９月30日）

　 該当事項はありません。

　（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　 税金費用の計算

　 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

　 計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算している。
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（追加情報）

　（表示方法の変更）

　 （不動産賃貸収入の表示区分の変更）

　当社の不動産賃貸に伴い発生する不動産賃貸収益について、第１四半期連結会計期間より、従来、「営業外収

益」として処理していたものを「売上高」として表示し、「販売費及び一般管理費」として処理していたものを

「売上原価」として表示する方法に変更しております。

　これは従来付随事業として位置づけていた不動産賃貸事業について、第１四半期連結会計期間より当社グループ

が保有する賃貸用不動産を一元管理ならびに賃貸不動産に係わる各種の経営判断の取り纏めを行う部門を新設した

ことにより、グループの営業活動と密接に関係するようになってきたことから、連結営業損益をより適切に表示す

るために行ったものであります。

　この表示方法の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表の組替えを行っており

ます。

　この結果、前第２四半期連結累計期間の四半期連結損益及び包括利益計算書において、「営業外収益」の「その

他」に表示していた17,955千円は「売上高」に、また、対応する原価相当分として「販売費及び一般管理費」に表

示していた11,284千円は「売上原価」へ組替えております。

　 （金型廃棄損の表示区分の変更）

　当社グループの金型の廃棄損について、第１四半期連結会計期間より、従来、「営業外費用」及び「特別損失」

として処理していたものを原則として「売上原価」として表示する方法に変更しております。

　これは鍛造品の製造過程で発生したものであることを重視し、原価管理をより厳密に行うことを目的として、表

示の変更を行ったものであります。

　この表示方法の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表の組替えを行っており

ます。

　この結果、前第２四半期連結累計期間の四半期連結損益及び包括利益計算書において、「営業外費用」の「金型

廃棄損」に表示していた16,772千円及び「特別損失」の「固定資産処分損」に表示していた114,899千円のうち

97,464千円は「売上原価」へ組替えております。

　 （四半期連結損益計算書関係）

　前第２四半期連結累計期間において、「営業外収益」の「その他」に含めていた「雇用調整助成金」は、当第２

四半期連結累計期間において、営業外収益の総額の100分の20を超えたため、独立掲記することとしております。

　この結果、前第２四半期連結累計期間の四半期連結損益及び包括利益計算書において、「営業外収益」の「その

他」に表示していた77,527千円のうち「雇用調整助成金」1,579千円を独立掲記として組替えております。

　（新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う会計上の見積りについて）

　新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積りの仮定については、当第１四半期連結会計期間の四半期

報告書の追加情報に記載した内容から重要な変更はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

鍛造事業 建機事業 物流事業 不動産事業 合計

売上高

外部顧客への売上高 8,777,838 985,398 356,506 104,152 10,223,896

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 8,777,838 985,398 356,506 104,152 10,223,896

セグメント利益又は損失(△) 435,250 77,967 △2,181 61,835 572,871

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 572,871

全社費用(注) △188,820

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 384,050

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

鍛造事業 建機事業 物流事業 不動産事業 合計

売上高

外部顧客への売上高 5,266,199 799,157 362,725 110,913 6,538,996

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 5,266,199 799,157 362,725 110,913 6,538,996

セグメント利益又は損失(△) △711,825 19,302 △1,928 61,810 △632,642

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 △632,642

全社費用(注) △207,126

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業損失（△） △839,768

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　３．報告セグメントの変更等に関する事項

（表示方法の変更）

　第１四半期連結会計期間より表示方法の変更を行っております。

　なお、表示方法の変更の内容については、「注記事項 （追加情報） （表示方法の変更）」に記載しております。

（表示方法の変更）」に記載しております。

　また、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の数値を用いて作成したものを記載しており

ます。
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（重要な後発事象）

（連結子会社の吸収合併）

　当社は、2020年２月14日開催の取締役会において、2020年10月１日付で当社の完全子会社である株式会社エスエヌテ

ィビルを、吸収合併することを決議した。本吸収合併は2020年10月１日に行った。

１．取引の概要

(1) 被結合企業の名称及び事業の内容

　 被結合企業の名称 株式会社エスエヌティビル

　 事業の内容 ビル賃貸・管理業

(2) 企業結合日

　 2020年10月１日

(3) 企業結合の法的形式

　 当社を吸収合併存続会社とし、株式会社エスエヌティビルを吸収合併消滅会社とする吸収合併である。

(4) 結合後企業の名称

　 株式会社シンニッタン

(5) 企業結合の目的

　当社グループにおける経営効率化及び不動産管理事業のより一層のサービス向上を目的とした吸収合併である。

２． 実施する会計処理の概要

　 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 2019年１月16日）及び「企業結合会計基準及び事業分離等

　会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 2019年１月16日）に基づき、共通支配下の取引として

　会計処理を行います。

　 なお、当該吸収合併は、連結財務諸表上、損益に与える影響はない。

関連開示：2020年11月13日「分配可能額超過に関わる経過報告及び特別利益の計上に関するお知らせ」

　


